
リンクトインについて
About LinkedIn



リンクトインは
日々変わる

グローバル経済の
デジタルマップ

7億5600万人以上
メンバー

3.6万以上
スキル

9万校以上
学校

5,500万社以上
会社

1,400万件以上
掲載中の求人

出典 |  LinkedInのデータ (2021年1月末現在)

毎秒2人以上が
新規加入

出典 | LinkedInのデータ
(2019年4月24日)



リンクトインの提供する価値とは？
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リンクトインと他SNSとの違い
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メンバーがリンクトインを利用する理由



リンクトインでできること



リンクトインでできること





リンクトインでできること



リンクトインでできること



D E V E L O PP L A N H I R E

人員計画 人材採用 人材育成 エンゲージメント

E N G A G E

LinkedInがご提供するソリューション



ジョブスロット
ターゲティング機能のある求人枠：関連ある人だけに表示

プロフィールとの関連度などいくつかのアルゴリズムによってマッチングしやすくする仕様



企業情報より抜粋 自由記述
一般的には業務内容
や必要な条件

業種・職務
雇用形態

ジョブスロット
実際の求人情報とその記載概要



個人向け有料メニュー：リンクトインプレミアム



リクルーター
スキルや職歴などから条件を指定して、直接スカウトメッセージを送付

●全メンバーのプロフィールを無制限に検索・閲覧可能

●スカウトメッセージ（InMails）
ダイレクトメッセージを月間150通送信可能

返信はがあった場合、追加で送信可能

●詳細な検索フィルター
40種類以上のフィルター

転職機会にオープンかを確認することが可能

●検索マッチ通知
ターゲット人材プールに変化があった時に自動通知



キャリアページ
ページをフォローしていない・求人検索をしていないユーザーに対しても

より詳しく、視覚的に自社の情報や魅力を発信会社 *リンクトイン上で表示される20万
インプレッション分（3か月間）の
フォロワー獲得広告が付与されます。



高い返信率と職種カバー率

出典:ダイレクトソーシング社



成功に向けたサポート内容

No. リソース 内容

1
「inFormed」
初級トレーニング

@ LinkedIn オフィス

基本的な使用方法のトレーニング
（約3時間）

2
「WorkIn」

上級トレーニング
@ LinkedIn オフィス

検索やタレントプール構築に関する上級テクニックト
レーニング
（約3時間）

3 eラーニング
機能全般の学習

（スカウトメールの文章例、効果的な検索方法、リク
ルーターとしてのプロフィール作成方法）

4 オンラインサポート
Eメールにおける

技術サポート、トラブルシューティング
（日本語対応）

5 四半期振り返り データを活用した定期的な振り返り

(6) ユーザー会 ユーザー有志による情報交換

担当営業＋担当コンサルタントによるサポート



LinkedInラーニング

1995年に創業されたEラーニングの老舗
Lynda.comを2015年にリンクトインが買収

LinkedIn ラーニングはビジネス、テクノロジー、
クリエイティブなどのカテゴリーで各種
学習コースを7か国語で計17,000コース以上
（日本語は800コース超）提供している。



無償LinkedInラーニングパスニューノーマルを生き抜くスキル

164時間18分（6LP＋1コース）

https://opportunity.linkedin.com/ja-jp/skills-for-in-demand-jobs​



Skills based Hiring (Skills Path)

・これまでは過去の経歴や学歴をベースに採用していたが、それは必ずしも未来での活躍を
約束するものではなかった。
・職種に必要なスキルをグローバルレベルで標準化・明確化（Skills Graph）することにより、
ラーニングからアセスメント、面接までを一貫して提供するプログラムを開始。
・パイロットプログラムには、BlackRock, Citrix, Gap Inc., GitHub, Gusto, Microsoft, Prologis, Ralph 
Lauren, TaskRabbit, Wayfairなどのグローバル企業が含まれます。

Gap Inc.のタレント・アクイジション部門のグローバルヘッドであるMeghan Kelly氏は、「包括
的な企業であることを目指している当社は、可能な限り幅広い候補者にアプローチできるよ
うなタレント活動に投資したいと考えています」と述べています。「LinkedInのSkills Pathパイ
ロット版に参加することで、従来の経験や資格ではなく、コアスキルや潜在能力に基づいて
候補者とより早くつながることができ、さらに多様な人材プールにアクセスできるようにな
ります。当社の顧客基盤を反映した包括的な労働力は、創造性と革新を促進し、ビジネスの
成果を高めると信じています。」

・LinkedInは世界経済フォーラム（WEF）と提携し、2030年までに10億人の人々に、より良い
教育、スキル、仕事を提供することを目的とした「Reskilling Revolution Initiative」に取り組ん
でいます。この活動では、パンデミック後の経済回復で予想される雇用の剥奪に直面してい
る人々のスキルと生活を未来に向けて向上させることを目指すビジネスリーダーや政策立案
者が集まり、世界の教育、スキル、雇用に関する新たなビジョンを構築しています。私たち
は、フォーラムの「ニューエコノミー＆ソサエティ」チームと協力して、「Skills Graph」を用
いて、産業、地域、労働市場の各セグメントにおけるスキルのギャップを特定し、人々が将
来のスキルを身につけられるよう支援しています。



企業は仕事のみならず、学び合う場所である

スキルがマッチしていることは最低限であり、
従業員の力を最大限に引き出すのは企業文化。



関係府省への期待

• 職種に求められる経験やスキルの標準化データベースの整備
と、民間への提供（例：米国 O-Net）

• 職歴や資格を個人の同意の元で企業が簡便に参照できる仕組み
（例：番号もしくはURLを参照するとリファレンスがとれる）

• 職業訓練プログラムの拡充のための官民共同のPJ
（例：いま需要が高いスキルや職種などの保有データの提供）




